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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000
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SP3/SP4
SP3; Transcription factor Sp3; SPR-2; SP4; Transcription factor Sp4; SPR-1
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、標的遺伝子のコンセンサスGCボックスおよびGTボックス調節エレメントに結合して転写を制御する転写因子をコードするSp1関連遺伝子ファミリーに属します。このタンパク質は、ジンクフィンガーDNA結合ドメインと複数の転写活性化ドメインを含み、多数の遺伝子の転写を刺激または抑制する二機能性転写因子として機能することが報告されています。この遺伝子については、異なるアイソフォームをコードする転写バリアントが記載されており、そのうちの1つは非AUG（AUA）開始コドンから翻訳を開始することが報告されています。代替の下流翻訳開始部位の使用に起因する追加のアイソフォームも注目されています。関連する擬似遺伝子が13番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2010年2月]、機能：おそらくアイソフォーム特異的な方法で、活性化因子または抑制因子として作用する転写因子。 GTおよびGCボックスのプロモーター要素に結合します。,類似性:Sp1 C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性:3つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,組織特異性:普遍的に発現します。,
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	SP3/4抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

